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新山地区自治会

(電話 69-5011)NO.8

☆おめてとう !策3位☆
口症寵輝さ′L(長迫。笠岡工業高校3年)

インターハイ (全国高校総体)に出場し

重量挙げ ジャーク (7 7kg級)で
見事に全国第3位になりました。
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8月 2日 (火)土倉記念館で役員会をしました。市役所からも新山地区担当職員3名も参加欧

新山地区内で困つている事 。もつとこんなにしたらいい事等々・・意見交換しました。
そして、安心で安全な新山地区になるよう、◆できる事を話し合いました。

自治会に ご要望等ごさいましたら、お知らせください。

みなさんと
連携して !

これまで築いてきた
環境や財産中●
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遂慰駐車心やめき0さ う !

新山小学校北F]を東へ登り切つた
三叉路の右側寄り|に、駐事しない

でください。   ~

とき 8日28日 (日)9:30～
ところ 珂Wll′』ゝ学校 グラウンド
9月 1日の「防災の日」8月 30日から9月 5日ま

での「 D3災週間」にちなんで、笠岡市ならびに防災

関連団体のDヨ災訓練を行います。

最近は、集中豪雨が多く日と頁から防災意識をもつ

て過ごしましょう。

多くの方の見学をお待ちしております。
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山口地内の尾坂)||にかか

つている「神祇橋」伏庭から高

木浩朗さん方へ向かう橋)の取 り

換え工事のための設計(測

量)を行います。

近隣の方、ご通行の方は

気を付けてください。
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大型心0ご車も



藤かしの舛笠鉄道騒
田立 m隣 臨

と き:平成23年 8同 17日 (水 )

ところ:笠ロンーサイドモー九2踏

ふるさと交流饂
参加料 :無 料

1~ <無料送迎の時刻表 >
午前の部   午後の部

北,II公民館     9:30  13:00
新 山鉄道記念館  9:40  13:10
吉田文化会館    9:50  13:20
シーサイ ドモーアレ 10:15  13:45

シーサイ ドモール 12:15   15:45
吉田文化会館   12:40  16:40
新 山鉄道記念館 12:50 16:20
1ヒ,IIノム`民館    13:00   16:30
※ ご利用を希望される方は、8月 16日午後 5時

:_
までに自治会までぎ違絡ください。

地域の皆様に支えられ、大変感謝しております。

思い出の中にある駅や列車など懐かしの井笠鉄適展

をぜ ひ ご鑑 賞 くだ さい。 「井笠鉄道株式言本社」から
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主畠恒さんの生家を開放しています !

今年3月から新山地区の有志の方で、土倉恒さんの生家を

少しずつきれいに清掃していました。

庄屋の努囲気を残し、落ち着いた日本庭園に雪見障子と

日本古来の風情を感じさせます。

井戸も深く飲料水として使用できます。
ぜひ、お反達やご近所、お誘しヽ合わせて一度のぞいて

みてください。
ゆつくりお茶など飲みながら、休憩してみては

いにしえ

古

「古民家を守る会」

いかがでしょうか。

から、にぎやかな声が

聞こえてきそうです 。・・
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革刈り

9月 lη 口〔日)

午樹η時～

どなたでも参加できます。

・軍手を忘れないてね !

・欲み物は事務局で用意

します。
・事故やケガに注意して

ください。

搬 審 に 酒 わ り し乱庭 ∽ に 勝
『私は大丈夫』とは思わない !危険は自分が気づかないうちに迫つてきます。

やむを得す、夜間に行動する場合は、

●遠回りでも、人通りの多い、明るしヽ道を通りましょう。

●携帯電話を使用しながら歩かないようにしましょう。

●防犯ブザー等の防犯グッズを身につけましょう。

●周囲の様子に気を配り、絶対に油断しないようにしましょう。

「新山地域安全パトロール隊」から
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笠田市社会福祉i密議会の

機災建への取り組みを

‐.嗚 上牲て。二B"・

とき:平成23年 8月26日 (金 )

13時 ～ 14時 30分
ところ: 新山公民館 集会室

講 師 :笠岡市社会福祉協議会

安藤 和哉 氏

仁科 宏章 氏

社会福祉協議会の理念である「おたがいさま」の精神で

東日本の被災地へ多くの人が手を差しのぺています。笠岡

市社会福祉協議会が取り組んできた支援活動をみんなで

共有し考えていくことも意義ある事と思い、この研修会を

企画しました。支援活動に携わった生の声を開きましょ

う。お誘い合わせて、多数ご参加ください。

「社会福祉協議会 新山支部」から

よう
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